ＦＤ研修会&ワークショップ参加報告

学術教養センター　菊沢正裕

主催　日本教育工学会　FD特別委員会

日時　平成　21年3月 29日
場所　聖心女子大学（東京都渋谷区広尾4-3-1）

参加者　46名（定員40名）

本学からの参加　学術教養センター　菊沢正裕、山川修

概要
研修会のテーマは、「多人数教育の授業設計と管理―多人数の講義で学生が主体的に参加できる自律的学習の実現に向けて―」である。具体的には、大学が当面している受講生数100名以上の多人数教育に対する合理的な解決の一つ、「少人数のチーム学習あるいはグループ学習をICTで管理する多人数教育を開発する」方法についての講演を午前中に聴講したのち、午後のワークショップで同講演の手法を実践するというものであった。本学で私共が担当している情報科学がまさに、この方法の対象となる科目であり、習得した手法を吟味してから来年度の授業に適用する予定である。グループワークでは通例の学会講演会で議論するのと異なる形で知己ができ有意義であった。なお、本研修会は、当日の提出物のほか帰学後にも課題があり、それらを提出することで学会よりFD研修の認定証を授与されるというもの。今回が第１回目である。以下に学習項目を示す。
	10:00
	開講，スタッフ紹介，日程説明

	10:00
	多人数教育の意義と設計(講義)，学士力の育成との関連

	11:00
	演習： ワークショップに参加する段階と期待される成果

	12:00
	グループに分かれ，「私が抱えている問題」の報告とビジョンの共有

	13:00
	チーム演習：メタファー，イメージ，モデルの作成や活用の簡単な体験を通じてチーム毎の問題の明確化と最終成果(１ヶ月後)の合意

	演習
	

	14:30
	レポートの評価，成果物の評価，記録の評価など最終成果の評価方法

	14:30-14:40
	休　憩

	14:40
	個人演習：人が主体的に活動することとMACETOモデルの試用

	演習
	個人の演習成果の発表

	16:00-16:10
	休　憩

	16:10
	グループでの問題解決についてのレポート評価の共通理解

	17:00
	グループで課題を共有するためのメタファーとイメージ

	17:20-17:40
	全体の共通課題、実践レポート，企画案などの提出までの説明


